
 

 

2023年度検討テーマ 

「安全で効果的な投薬プロセス」 

投薬は複雑なプロセスから構成

されているため、診療上のエラ

ーが発生しやすい。 

各施設における投薬プロセスを

共有することで、自施設の安全

向上に役立てていただくことを

目的として活動した。 
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薬剤安全部会 
 2023年度活動報告 

活動報告／成果物等 

セミナーの実施 

・第 1回セミナー 

9月 2日開催（グループワーク形式、オンライン） 

＞開催報告 

・第 2回セミナー 

2月 2日開催（シンポジウム形式、オンライン） 

＞開催報告 ／ アーカイブ配信 

 

総括 

投薬は、医師の処方、薬剤師による処方監査や調剤、また看護

師による指示受けや与薬など、多職種による複雑なプロセスから

構成されています。そのため、コミュニケーションエラーや患者

誤認をはじめ種々のインシデントが発生し、場合によっては患者

さんに重大な結果を及ぼしてしまうことがあります。そこで、薬

剤安全部会では昨年度より「安全で効果的な投薬プロセス」をテ

ーマとし、アンケートやセミナーを通じて検討してきました。 

本年度は投薬プロセスの中でも持参薬の管理、アレルギー薬の

情報共有、検査前・術前休薬、職員・患者教育を中心に、オンラ

インにてグループワーク形式とシンポジウム形式で薬剤セミナー

を開催し、会員病院の皆様とともに検討を行いました。いずれの

セミナーも、全国の認定病院から医師、薬剤師、看護師をはじめ

多職種にわたる大勢の方にご参加いただき、有意義な討論が行え

ました。期間は限定されますが、アーカイブ配信も行っています

ので、興味を持たれた方は、ぜひご覧ください。 

また、部会活動の一環として、会員病院からのご協力で収集し

た資料を Webで公開しています。現在は 2021年度分と 2022年度

分の合わせて 87件の資料が掲載されています。これらの資料は、

提供施設が自施設に合わせて独自に作成したものですが、皆さま

の施設にもフィットする物や、ヒントになる物があるかと思いま

すので、ぜひご覧いただき、参考にしていただければ幸いです。 

      （部会長・川井 信孝） 

https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/seminar_report/12891
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/seminar_report/18002
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/video/18010

